








































































































































































































































































































































































































存在証明には 4 つの方法があるという。第 1 は「印象操作」、第 2 は「名誉挽回」、第 3
は「解放」、第 4 は「差別」である。この枠組でＡ先生の変化を捉えれば、Ａ先生のス
トラテジーは、「印象操作」に始まり、「解放」を経て、「名誉挽回」に移行していった
と捉えることができる。TT授業から単独授業、そして、再びTTへという移行の背後に
は、このようなＡ先生のアイデンティティ・ワーク（石川の言葉を借りれば存在証明）
の変化があったと考えることができる。Ａ先生は、教師としての自分はどうあるべきか
を常に問い続けてきたし、今もそうである。Ａ先生はインタビューの最後に、「僕、こ
れから何を専門にしていこうかなって、すごい思うんで」と筆者に尋ねており、筆者は、
躊躇することなく「そりゃ、英語でしょう」と応えている。Ａ先生の教職アイデンティ
ティは、このように「いま・ここ」の場で常に更新され続けてきたのではないだろうか。
それは、学校文化の中で一般的に共有されている「あたりまえ」を問うことであり、そ
のような「問い」が学校文化を改革していく契機となるのだと考える。
7 ．結び
本研究を締めくくるにあたり、本研究が与える示唆を整理しておきたい。
第 1 に、Ａ先生が何故にこれほどまでに自らの教職アイデンティティに拘らざるを得
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ないかということである。その理由は歴然としている。視覚障害教師は、学校現場にお
いて、常に教職アイデンティティの危機に晒されているからである。現在、文部科学省
は、共生社会をつくるために障害のある教員の採用を推進している。その動きは、たと
えば、2019年の「障害者活躍推進プラン」として具現化されている。その中では「障害
のある教師が働きやすい環境整備」が挙げられているのだが、その実現のためには実務
的・技術的なレベルの障壁だけではなく、文化・アイデンティティレベルの障壁を除去
することが重要であること、そしてそれは、教師・生徒・保護者といった学校に関わる
人々一人一人の認識や態度にかかっていることを、Ａ先生の語りは示唆している。
第 2 に、Ａ先生がとったストラテジーの普遍的な意味である。教職アイデンティティ
の危機は、視覚障害教師固有の問題ではなく、もはや日本教育界全体にとって切実な問
題になってきているということである。山田・長谷川（2010）は、教師アイデンティティ
確保の戦略として、従来の「献身的教師像」や「求心的関係構造」といった教師集団に
依拠する戦略が機能しなくなってきており、個別化戦略が用いられるようになってきて
いることを見出している。その上で、学校不信をベースにした教員政策が展開される今
日の状況にあっては、「個々の教員による心理主義的な対応による教員世界の自閉―求
心的関係構造を欠いたまま、分断された個々の教員がそれぞれの適応を試みる事態―を
招く危険性がある」と懸念を表明している。そういう時代にあって、教員社会の中でマー
ジナルな位置に立つことを余儀なくされている障害のある教師のストラテジー、あるい
は、アイデンティティ・ワークを記述することは、これからの日本の教師のあり方を模
索する上で示唆を与えることになるのではないだろうか。
しかし、筆者の視覚障害教師のストラテジー（＝アイデンティティ・ワーク）研究は、
まだ端緒に就いたばかりである。Ａ先生のライフヒストリーは、あくまでもＡ先生固有
の人生の切り拓き方であり、視覚障害教師にとって普遍的なものとは言えない。まずは、
視覚障害教師の学校世界における多様なストラテジーを描出する必要があると考えてい
る。これが筆者に課された目下の課題である。
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